
液体アマルガムの粘性に'っいて

北大理 間 島 靖 弘,下 地 光 雄

液佐Hg にPb,Sn,Bi,In,Ga,Cd.TC が夫々少量溶解 した二成分金属溶液の粘

性孝 室温～ 用 OoC にわたり測定したO アマルガムの粘性は純水銀に くらべ ると･,

変化の程度は系によ り異なるが大 きな値になる｡しか しガ リウムは魔 めて濃度

の薄い所でやや小 さな倍になるO この実験結果を smaH stepdiffusion

に塞 く近似的 な衰式 2)に

rmdell)

よる 計算結果 と比較 したO純水銀に対する計算結果は,

1.54cp.実験値は 1.55cp (25oC)C 稀薄アマルガムに対する計算結果によ

れは,細部は輿 るものの大体定性的に実験結果の傾向を説明している｡
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溶融Fe-Ni系合金の粘性と表面能力

川 合 保 治

岸 本 誠

辻 正 宣

溶融Fe-Ni 系合金の粘性を回転振動法,表面 張力を静漕法で測定 したO計

算に必要な密度は,斉藤 ら1)の億 を使用した0 1550otKおける測定結果を次表

に示す｡
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溶融Fe-Ni系合金の粘性と表面張力
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溶融Fe-Ni合金へのC,0,Sなどの溶解度虹はNi40% および 占0-80

- 近に異常が認められるロ Ward ら2)は･Cの溶解度測定結果か ら･Fe2Ni･r

FeNi5 なる化合物の生成傾向のあることを推定しているOしか し本実験では

400/O附近の異常性を認めなか ったo Ni75C/O 附近に枯性の極大が存在するこ

とを認めたが, これはFeNi5の cluster生成により, flowunitが大きくな

った ものと考えられるBUbbe-ohder35)o純金属の pre-freezing 現象について

の考 えを応庸すると, FeNi5の cluster噂 1分子程度の大 きさであるOこれ

と対応 して 750,071表面張力は極小を示すo すなわち 6.-g:dgg;T(ergAが )

とお くと,この極小は密度における異常性がないのでエン トロピー項ではなく,

FeNi5生成による表面自由エネル ギーOo の減少に よると考えられるQ

表面張力において認められたNibOC/OP&近の極大は･この濃度でAGMEが負の

最大で ある 4)=とによるUo の寄与と.密度の負の方向への異常性があるので,

表面エ ン トロピー (du/dT)が小さ くなる ことに よる寄与と両方あると考えら

れる｡
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